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揮
し
た
の
が
成
形
の
品
質

が
安
定
し
た
こ
と
。
秒
単

位
で
材
料
排
出
が
可
能
に

な
り
、
材
料
の
温
度
管
理

を
数
値
化
し
て
把
握
で
き

る
。
一
定
の
温
度
で
加
熱

の
高
温
で
加
熱
し
、
テ
ー
で
き
る
こ
と
が
不
良
品
の

パ
l
伸
ば
し
、
刃
付
け
な
軽
減
に
つ
な
が
り
「
不
良

ど
の
複
数
の
加
工
を
数
十
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
」
（
五
十
嵐
亮

秒
以
内
で
行
う
気
の
抜
け
人
取
締
役
生
産
管
理
部

な
い
作
業
だ
。
長
）
と
大
き
く
改
善
し
た
。

平
鋼
材
の
加
熱
に
は
重
従
来
の
重
油
加
熱
式
回

油
加
熱
式
回
転
炉
を
長
く
転
炉
は
、
火
力
調
整
の
た

使
用
し
て
い
た
が
、
5
月
め
ブ
ロ
ア
l
で
空
気
を
送

か
ら
電
気
式
誘
導
加
熱
炉
り
込
ん
で
お
り
、
耕
転
爪

に
切
り
替
え
た
。
導
入
の
の
表
面
に
。
肌
荒
れ
。
と

決
め
手
は
、
生
産
効
率
向
い
う
脱
炭
が
発
生
す
る
こ

上
へ
の
期
待
だ
。
と
が
あ
っ
た
。
多
い
時

電
気
式
誘
導
加
熱
炉
の
で
、
1
ロ
ッ
ト
3
0
0
0

導
入
で
、
最
も
効
果
を
発
本
の
う
ち
、
1
0
0
本
近

コ
〈
D
現目

日
本
ホ
l
ク
（
三
重
県

桑
名
市
、
小
森
勝
則
社

長
、
0
5
9
4
・

2
2
・

5
4
3
3
）
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
で
田
畑
を
耕
す
の
に

用
い
る
耕
一
杭
爪
を
製
造
す

る
。
大
型
の
爪
を
得
意
と

し
、
年
間
1
5
0
万
本
、

ωー
1
0
0
種
類
を
生
産

す
る
。
特
殊
合
金
を
耕
転

爪
に
溶
着
す
る
な
ど
技
術

の
蓄
積
が
強
み
だ
。

耕
転
爪
は
平
鋼
材
を
加

熱
し
て
成
形
し
た
後
、
熱

処
理
、
塗
装
の
工
程
を
経

て
完
成
す
る
。
中
で
も
、

成
形
は
1
0
0
0
度
前
後

電気式誘導加熱炉を導入

平
鋼
の
成
形

く
の
不
良
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
不
良
率
の

大
幅
減
は
、
生
産
効
率
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
。

品
質
が
安
定

事業所概要
じ〉所在地＝三重県

桑名市福島843、059
4・22・5433［＞主要生
産品目＝トラクター

耕転爪じ〉年間エネル

ギー使用量 (13年

度） ==420キロ ~Jt, ［＞年

間C02排出量（同）
==2054トン

作
業
環
境
の
改
善
効
果
く
し
た
。
ま
た
「
炉
内
の
物
流
面
で
貨
物
列
車
を
活

も
大
き
い
。
特
に
、
夏
場
温
度
管
理
か
ら
、
製
品
管
用
す
る
モ
l
ダ
ル
シ
フ
ト

の
高
温
下
で
の
作
業
が
減
理
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
を
実
施
す
る
な
ど
環
境
保

り
、
従
業
員
の
負
担
を
軽
な
っ
た
」
（
同
）
。
こ
れ
全
に
熱
心
に
取
り
組
む
。

ら
の
改
善
で
「
生
産
効
率
二
酸
化
炭
素
（
C
0
2）

は
約
加
%
上
が
っ
た
」
排
出
量
も
1
9
9
9
年
6

炉
（
同
）
と
評
価
す
る
。
月
か
ら
出
量
推
移
の
把
握

臓
現
在
も
燃
焼
式
加
熱
固
に
努
め
て
お
り
、
今
後
3

勤

転

炉

2
基
が
稼
働
中
だ
年
間
で
3
%
以
上
削
減
を

訴
が
、
今
後
電
気
式
に
切
り
計
画
。
環
境
意
識
が
全
社

式
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。
に
根
付
い
て
い
る
。

覇
製
造
買
だ
け
で
な
く
、
（
名
古
屋
・
鈴
木
俊
彦
）
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泊
4
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